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［ お問い合わせ ］

本研修会は東京都保健医療局からの委託事業となっております。
つきましては受講対象者は以下の方に限ります。
　　● 東京都歯科技工士会会員
　　● 学生・東京都内在住または在勤の歯科技工士

［ 重要なお知らせ ］

● 東京都歯科技工士会会員 ：6月12日㈮ AM10時～

● 学生・東京都内在住または在勤の歯科技工士：6月15日㈪ AM10時～

＊受付開始日前のお申し込みは無効といたします。

［ 申込開始日 ］

都技LINE公式
アカウント二次元コード

ハイブリッドセミナー

一般社団法人 東京都歯科技工士会

ピカソ

2026年 7月12日
12：40

日

入室 13：00 17：00開始 終了

オンライン

80名定員

会場受講

30名

無料参加費

無料参加費定員

東京都歯科技工士会 研修室
東京都豊島区北大塚2-2-10 ヴィップ大塚香川ビル4F

場所

緊急連絡、変更＆追加報告をスムーズにさせるために都技ではLINE
公式アカウントを設けています。LINEを使用されている方は、是非
とも登録をお願いいたします。

［ LINE公式アカウント登録のお願い ］

① 参加希望者は申込用二次元コード、もしくは東京都歯科技工士会の
ホームページからお申し込みください。

　 　ホームページURL： https://www.to-ginet.com
② 上記オンライン申込をされますと登録したメールアドレスに自動返信
されますのでご確認ください。

＊定員になり次第締切といたします。

［ 申込方法 ］

申込用

日技生涯研修単位 申請中 総合歯科治療における
矯正治療の役割
～技工分野からの関わり～

田村 和生 先生（有限会社 田村矯正ラボラトリー）
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　最近、年を取ったせいか歯科医師に装置の設計の確認を行うと「わ
かりました。その方向でお願いします」と言われることが多くなって
きた。しかし、中には想定していない「調整」をされ、「やっぱり駄目じゃ
ない？作り直してよ」と言われることも少なからずある。これはコミュ
ニケーションの「不足」というよりはコミュニケーションが「できて
いない」と表現したほうが適切ではないかと思う。一人の患者さんに
行う治療のすべての技工物は一人の技工士さんが製作したほうが一貫
した考え方のもと、口腔内での調和を作り上げることに貢献する可能
性が大きいと考えている。なぜなら「最終補綴物」は治療の仕上げだ
からである。仕上げ時に注意しなければならない部分は、最初の「診
断」と治療途中に現れてきた諸問題（カリエスの発生・発露や歯冠に
見られるクラックの発生など）に対処していく中で見えてくるもので
はないだろうか。しかし歯科医院の外部に居る「歯科技工士」にはそ
の問題や変化を伝えてくれる歯科医師がほとんどいない。
　技工物は模型にフィットしているだけでは良い技工物とはならな
い。「良い技工物」の評価は「歯科医師」や「患者」が評価するもので、
歯科技工士は評価できない。なぜなら、「歯科医師」の評価基準は患
者の口腔内もしくは患者の意見であり、歯科技工士の製作基準である
「模型」とは異なるからである。だから「再製作」技工物は 100％
模型の変形だとは言い切れない。
　模型＝口腔内ではないことは歯科技工士ならば毎日向き合う事象で
あろう。これを模型＝口腔内に近づけるのはチーム医療（歯科医師、
歯科衛生士、歯科技工士）における「診査資料作成」と診査資料に基
づいた歯科医師が行う「診断」そして、「診断」に基づく「治療計画」
の作成とチームとの「情報共有」である。一つの基準がチームに提供
され、その患者に関わる術者全員の共通言語として「患者さんの特徴
を捉えた治療ゴールを目指す治療計画」があることが望ましい。これ
を私は「総合歯科治療」と捉えている。残念ながら従来の「健保治療」
では「総合歯科治療」を行うことはできないが、「健保治療」と「自
費治療」の差別化を図るのは絶大な効果が有ると思う。
　この「総合歯科治療」を支える矯正治療の補佐をする歯科技工分野
から、普段行っている技工作業やコミュニケーションの取り方などを
説明させていただければ幸いに思う。

田村 和生
［たむら かずお］

有限会社 田村矯正ラボラトリー 代表取締役

略歴
1987年４月　東京歯科技工専門学校 入学
1989年３月　同専門学校卒業及び、歯科技工士国家資格取得
1989年４月　東京歯科技工専門学校専修科（矯正歯科分野） 入学
1991年３月　同専門学校専修科 卒業
1991年４月　松戸市内矯正専門歯科医院 就職
1992年３月　松戸市内矯正専門歯科医院 退職
1992年５月　タムラ矯正ラボラトリー 開業
1997年５月　有限会社 田村矯正ラボラトリーに社名を変更
現在に至る
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